
アレルゲン免疫療法とは

アレルゲン免疫療法は、アレルギーの原因であるアレルゲンを少量から投与する
ことで、からだをアレルゲンに慣らし、症状を和らげる治療法です。
原因となるアレルゲンを用いて行う治療法のため、原因となるアレルゲンを確定
する確定診断が重要です。

zアレルギー症状を治したり、長期にわたり
症状をおさえる可能性のある治療法です。

が
症状をおさえる可能性のある治療法です。

症状が完全におさえられない場合でも、症状
を和らげ、おくすりの使用量を減らすことも
期待できます。

アレルゲンの投与量を
少量から始め、徐々に
増やしていく

長く続けるのが大切です。

一定量のアレルゲンを長期間投与

zアレルゲンを投与することから、局所や全身
のアレルギー反応がおこるおそれがあり、ま
れに重篤な症状が発現するおそれがあります。

増やしていく

z治療は長期間（3～5年）かかります。

zすべての患者さんに効果が期待できるわけで
はありません。 治療期間は3〜5年


